
―
土
木
部
の
事
業
と
し
て
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
に

取
り
組
む
意
味
は
。

伊
藤　

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
「
日
本
奥
地
紀
行
」

の
中
で
、
明
治
初
期
の
山
形
の
田
園
風
景
を
絶
賛
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
奥
地
紀
行
」
で
言
わ
れ
て
い

る
「
美
し
い
環
境
」「
美
し
い
景
色
」
と
か
「
日
本
の

花
園
の
一
つ
」「
完
璧
な
文
化
」「
豊
か
な
町
や
村
」

な
ど
は
現
在
の
建
設
行
政
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題

と
い
え
る
。
建
設
行
政
の
分
野
で
は
こ
れ
ま
で
、「
県

新
総
合
発
展
計
画
」
の
方
向
に
沿
っ
て
、「
県
土
景
観

ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
」「
屋
外
広
告
物
条
例
」
な
ど
の
施
策

を
打
ち
出
し
て
き
た
が
、
県
民
の
県
土
づ
く
り
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
質
の
高
い
社

会
資
本
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え

る
。
地
域
づ
く
り
と
社
会
資
本
整
備
と
が
有
機
的
に

結
合
し
た
建
設
行
政
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
新
し
い

も
の
を
造
る
だ
け
で
な
く
、
文
化
遺
産
の
保
全
や
活

用
を
考
え
て
社
会
資
本
の
質
的
蓄
積
を
図
る
こ
と
、

自
然
や
産
業
と
調
和
し
た
景
観
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
、
地
域
づ
く
り
に
よ
る
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
起
こ
し

と
い
っ
た
活
力
源
に
す
る
こ
と
な
ど
だ
。
多
角
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

―
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
通
っ
た
道
を
再
現
す
る

の
が
目
的
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

伊
藤　

忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
ル
ー
ト
の
資
源
と
し
て

の
価
値
を
見
直
し
、
生
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
視
点

も
あ
る
わ
け
で
、
再
現
す
る
こ
と
を
全
く
除
外
す
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
通
っ

た
ル
ー
ト
だ
け
に
限
定
す
る
も
の
で
も
な
い
し
、
対

象
を
道
路
に
限
る
わ
け
で
も
な
い
。
周
辺
の
地
域
資

源
を
広
く
対
象
と
し
、
点
か
ら
線
へ
つ
な
ぎ
、
線
か

ら
面
へ
広
げ
、
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
た
い
。

景
観
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
ろ

う
が
、
施
設
単
体
だ
け
を
考
え
て
は
望
ま
し
い
景
観

に
は
な
ら
な
い
の
で
、広
い
地
域
が
対
象
に
な
ろ
う
。

資
源
と
資
源
を
つ
な
い
で
生
か
す
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ

る
だ
ろ
う
か
ら
、
市
町
村
間
の
連
携
も
必
要
に
な
ろ

う
。
自
然
と
暮
ら
し
と
産
業
と
の
調
和
を
進
め
る
ア

プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
あ
り
、
相
互
の
関
係
性
を
再
構

築
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
単
に
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド

の
時
代
に
戻
せ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

―
地
域
づ
く
り
そ
の
も
の
と
い
う
印
象
だ
が
。

伊
藤　

そ
の
通
り
だ
。
た
だ
、
事
業
を
進
め
る
方
法

と
し
て
は
行
政
が
行
う
べ
き
も
の
、
県
民
が
行
う
べ

き
も
の
、
行
政
と
県
民
と
が
一
緒
に
行
う
べ
き
も
の

と
に
大
別
で
き
よ
う
。
行
政
が
行
う
も
の
に
は
、
県

の
各
部
の
協
力
を
得
な
が
ら
行
う
も
の
が
出
て
く
る

だ
ろ
う
し
、
行
政
内
部
の
連
携
が
必
要
に
な
る
。
県

民
が
行
う
も
の
に
つ
い
て
も
、
既
存
の
地
域
づ
く
り

グ
ル
ー
プ
の
自
発
的
な
活
動
を
促
進
す
る
方
法
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
法
人
）
の
力
を
借
り
る
場
合
な

ど
、
多
様
な
方
法
が
あ
ろ
う
。「
地
域
連
携
に
よ
る
地

●　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
制
新
政
意
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■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
制
新
政
意　

伊
藤
昇
県
土
木
部
管
理
課
建
設
計
画
調
整
室
長
に
聞
く

　
　

美
し
く
文
化
の
薫
る
豊
か
な
県
土
を
後
世
に

　
　
　
　
　
 
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
街
道
復
興
計
画
事
業
」の
意
義

　

県
は
今
年
度
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
街
道
復
興
計
画
事
業
」（「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
街
道
」
ル
ネ
サ
ン
ス　

）
に
取

２１

り
組
む
。
明
治
初
期
に
本
県
を
旅
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
「
ア
ジ
ア
の
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
（
桃
源
郷
）」
と
絶
賛
し
た
要
素
を
見
直
し
、
そ
れ
を
地
域
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
。
今
、
な
ぜ
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
な
の
か
、
県
土
木
部
管
理
課
建
設
計
画
調
整
室
の
伊
藤
昇
室
長
に
聞
い
た
。
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域
づ
く
り
」、「
交
流
広
が
る
美
し
い
山
形
」
づ
く
り

へ
向
け
た
、市
町
村
や
県
民
の
意
欲
が
欠
か
せ
な
い
。

と
同
時
に
、
事
業
が
着
実
に
推
進
さ
れ
て
い
く
体
制

づ
く
り
、
シ
ス
テ
ム
形
成
も
大
切
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
単
年
度
事
業
で
で
き
る
も
の
も
あ
ろ
う
が
、

長
い
時
間
を
か
け
て
取
り
組
む
課
題
も
あ
る
だ
ろ

う
。
価
値
の
創
造
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立

へ
向
け
た
県
民
運
動
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。―

取
り
組
み
の
体
制
は
。

伊
藤　

県
内
の
各
界
を
代
表
す
る
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

復
興
推
進
会
議
」
を
設
置
し
て
推
進
方
向
に
つ
い
て

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
街
道
復
興
作

業
部
会
」
を
設
け
て
事
業
内
容
を
検
討
し
て
い
た
だ

く
。
土
木
部
内
に
「
研
究
会
」
を
設
置
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
今
年
度
は
資
源
調
査
、
利
活
用
方
法
の

検
討
な
ど
を
踏
ま
え
た
「
基
本
構
想
」
を
策
定
し
、

具
体
的
に
事
業
を
展
開
す
る
の
は
来
年
度
か
ら
と
な

る
。
街
道
沿
い
の
各
地
か
ら
「
こ
こ
に
こ
ん
な
資
源

が
あ
る
」「
こ
う
す
れ
ば
よ
く
な
る
」
と
い
っ
た
積
極

的
な
提
案
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
、
自
ら
地
域
資
源

の
保
全
や
利
活
用
に
取
り
組
む
県
民
の
方
々
の
主
体

的
で
多
様
な
活
動
が
数
多
く
起
き
る
こ
と
を
望
み
た

い
。

●　

美
し
く
文
化
の
薫
る
豊
か
な
県
土
を
後
世
に
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【第18信：上ノ山にて】
　
①「家の女たちは、私が暑くて困っているのを見て、うやうやしく団扇をもっ
てきて、まる１時間も私をあおいでくれた。料金をたずねると、少しもいら
ない、と言い、どうしても受け取らなかった。…彼らの親切には心をひどく
打たれるものがあった」
　
②「米沢平野（置賜盆地）は、長さ30マイル、10ないし18マイルの幅があり、
日本の花園の１つである。木立も多く、灌漑がよくなされ、豊かな町や村が
多い」
　
③「小松は美しい環境にある町で、人口は3,000、綿製品や絹、酒を手広く商
売している」
　
④「米沢平野は、南に繁栄する米沢の町があり、北には湯治客の多い温泉場の
赤湯があり、全くエデンの園である。『鋤で耕したというより鉛筆で描いた
ように』美しい。米、綿、とうもろこし、煙草、麻、藍、大豆、茄子、クル
ミ、西瓜、きゅうり、柿、杏、ざくろを豊富に栽培している。実り豊かに微
笑する大地であり、アジアのアルカディア（桃源郷）である。自力で栄える
この豊沃な大地は、すべて、それを耕作している人々の所有するところのも
のである。彼らは、葡萄、いちじく、ざくろの木の下に住み、圧迫のない自
由な暮らしをしている」
　
⑤「上ノ山は清潔で空気がからりとしたところである。美しい宿屋が高いとこ
ろにあり、楽しげな家々には庭園があり、丘を越える散歩道がたくさんある。
…もし、ここが外国人の容易に来られる場所であったら、美しい景色を味わ
いながら各方面にここから遠足もできるから、彼らにとって健康的な保養地
となるであろう」
　
⑥「この街道筋は、日本旅行の大きなルートの１つとなっている。温泉場を訪
れて、彼らの風習や娯楽、そしてヨーロッパから何も取り入れていないのに
まったく完璧な文化を観察するのは興味深いことだ」

【第19信：金山にて ７月16日】
　
⑦「素晴らしい道を３日間旅して、60マイル近くをやってきた。山形県は非
常に繁栄しており、進歩的で活動的であるという印象を受ける。上ノ山を出
るとまもなく山形平野に入ったが、人口が多く、よく耕作されており、幅広
い道路には交通量も多く、富裕で文化的に見える」
　
⑧「今朝新庄を出てから、険しい尾根を越えて、非常に美しい風変わりな盆地
に入った。ピラミッド形の丘陵が半円を描いており、その山頂までピラミッ
ド形の杉の林で覆われ、北方へ向かう通行をすべて阻止しているように見え
るので、ますます奇異の感を与えた。その麓に金山の町がある。ロマンチッ
クな雰囲気の場所である」

「日本奥地紀行」で賞賛している記述の抜粋
（高梨健吉訳）
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